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對馬 路人教授略歴・主要業績
－略 歴－
学 歴
1969年 4月 東京都立大学経済学部経済学科入学
1973年 3月 同 卒業
1973年 4月 東京大学大学院社会学研究科（社会学専攻）修士課程入学
1976年 3月 同 終了（社会学修士）
1976年 4月 東京大学大学院社会学研究科（社会学専攻）博士課程進学
1979年 3月 同 単位取得退学
職 歴
1979年 7月～1980年 3月 日本学術振興会奨励研究員
1981年 4月～1985年 3月 青森大学社会学部専任講師
1985年 4月～ 関西学院大学社会学部助教授就任
1986年 4月～1987年 3月 奈良女子大学非常勤講師（社会学特講担当）
1986年 4月～1987年 3月 神戸女学院大学非常勤講師（社会学特講義担当）
1987年 4月～1987年10月 大阪大学非常勤講師（社会学史Ⅰ担当）
1987年 4月～1988年 3月 桃山学院大学非常勤講師（宗教社会学担当）
1989年 4月～1990年 3月 奈良女子大学非常勤講師（社会学特講義担当）
1989年 4月～1990年 3月 桃山学院大学非常勤講師（宗教社会学担当）
1990年 4月～1992年 3月 大阪国際大学非常勤講師（宗教学担当）
1991年 4月～ 関西学院大学社会学部教授
1992年 4月～1994年 3月 関西学院大学学生副部長
1991年 4月～1998年 3月 吉備国際大学非常勤講師（宗教社会学担当）
1993年 4月～ 関西学院大学大学院社会学研究科博士課程前期課程指導教授
1995年 4月～1995年 9月 島根大学非常勤講師（宗教社会学担当）
2000年 4月～2002年 3月 関西学院大学教務副部長
2004年 4月～2005年 3月 関西学院大学学生部長
2005年 4月～2006年10月 関西学院大学社会学部長
2010年 4月～2011年 3月 関西学院大学入試部長
2011年 4月～2013年 7月 関西学院大学副学長
学会及び社会活動
1996年 4月～2011年 9月 財団法人国際宗教研究所評議員
1997年 4月～ 日本宗教学会評議員
1997年 5月～2004年 5月 関西学院大学生活協同組合理事長
2000年 5月～2004年 5月 大学生協神戸事業連合理事長
2004年 4月～2011年 9月 財団法人国際宗教研究所常任理事
2006年 3月～2008年 3月 「宗教と社会」学会会長
2006年 4月～ 日本宗教学会理事
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所属する学会
日本社会学会
日本宗教学会
「宗教と社会」学会
関西社会学会
－主要業績－
著 書
新宗教研究調査ハンドブック（共著） 1981年 2月 雄山閣
宗教社会学－宗教社会学入門－（共著） 1996年11月 佛教大学通信教育部
聖と俗のはざま（共著） 1996年12月 東方出版
編集・監修
神政龍神会資料集成（監修・解説） 1994年 9月 八幡書店
新宗教事典（共編著） 1990年 3月 弘文堂
新宗教事典－本文篇－（共編著） 1996年 1月 弘文堂
新宗教教団・人物事典（共編著） 1996年 1月 弘文堂
阪神大震災と宗教（共編） 1996年10月 東方出版
論 文
科学的信念と宗教的信念－信念形成の論理からみた（単著）宗教社会学研究会編、現代宗教への視角、
1978年 9月 雄山閣
The Vaitalistic Conception of Salvation in Japanese New Religion : An Aspect of Modern Religious Conscious-
ness（日本の新宗教における生命主義的救済観－近代宗教意識の一側面－）（共著）CISR 東京会議紀
要、1978年
新宗教における生命主義的救済観（共著）思想 665号、1979年 11月 岩波書店（宮家準・孝本貢・西山
茂編、リーディングス日本の社会学 19宗教、1986年 2月 東京大学出版会 に抄録）
宗教的超越世界の「現実的」存立－経験処理の一様式としての宗教的二世界論－
（単著）宗教社会学研究会編、宗教の意味世界、1980年 3月 雄山閣
真理実行会の伝播と定着（共著）都市社会の宗教 1981年 3月 東京大学宗教学研究室
新宗教における至上神の観念－太陽神の神性をめぐって－（単著）日本人の宗教の歩み、1981年 7月 大
学教育社
松下祖神道における生命の系譜論（単著）日本仏教第 53号、1981年 12月 日本仏教研究会
家族生活の実態（共著）青井和夫・宮坂忠夫編、健康農村活動と地域社会、1982年 4月 東京大学出版
会
呪術現象の理解と説明をめぐって－「合理性」論争との関係で－（単著）青森短大学術研究会会報 vol.15、
1982年 11月 青森短大学術研究会
新宗教の後継者問題－カリスマの死と宗教運動の展開－（単著）青森短大学術研究会会報 vol.16、1983年
6月 青森短大学術研究会
終末預言宗教の系譜－新宗教を中心として（単著）真理と創造第 24号、1985年 1月 中央学術研究所
宇宙観と生命観の基本構造（新宗教）（単著）小野泰博・下出積輿・椙山林継・鈴木範久他編、日本宗教
事典、1985年 1月 弘文堂
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運動体としての千年王国主義－戦前～戦後初期の新宗教を中心として－（単著）現代社会学編集委員会
現代社会学 vol 2、1986年 アカデミア出版
信念を共にする集団（単著）佐々木薫・永田良昭編、集団行動の心理学、1987年 1月 有斐閣
石切神社参道における運命鑑定業者の実態（単著）昭和 60, 61年度科学研究費補助金研究成果報告書・
日本宗教の複合的構造と都市住民の宗教行動に関する実証的研究－生駒宗教調査－、1987年 3月
新宗教における天皇観と世直し観－神政龍神会の場合－（単著）論集 日本仏教史 9大正・昭和時代、
1988年 6月 雄山閣
新宗教における「万教同根」思想と宗教協力運動の展開－戦前期大本教の事例－（単著）中央学術研究所
編、宗教間の協調と葛藤、1989年 5月 佼成出版社
日本における新宗教と既成教団－緊張抑止の諸要因－（単著）中央学術研究所編、宗教間の協調と葛藤、
1989年 5月 佼成出版社
世界観と救済観（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3月
弘文堂
教師と霊能者－概説－（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3
月 弘文堂
大本教の影響（共著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3月 弘
文堂
世界救世教の影響（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3月
弘文堂
祖神道系（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3月 弘文堂
身語正系（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3月 弘文堂
徳光教－ひとのみち系（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3
月 弘文堂
教祖の共働者と共働の教祖（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990
年 3月 弘文堂
教祖の後継者（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3月 弘
文堂
信者－概説－（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3月 弘文
堂
教典・聖典（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3月 弘文
堂
教団用語の特徴（単著）井上順孝・孝本貢・島薗進・対馬路人・西山茂編、新宗教事典、1990年 3月
弘文堂
大正・昭和期の新宗教と国家－立て替え立て直しをめぐる宗教的緊張（単著）日本文化研究所紀要第 66
輯、1990年 9月 國學院大學日本文化研究所
敗戦と世直し－璽宇の千年王国思想と運動（1）－（単著）社会学部紀要第 63号 1991年 3月 関西学院大
学社会学部
新宗教の修行－「心の浄化」と「霊の供養」－（単著）季刊仏教 No.17、1991年 3月 法蔵館
Emperor and World Renewal in the New Religions : The Case of Shinsei Ryujinnkai（単著）Inoue Nobutaka
ed.、NEW RELIGIONS、1991 Institute for Japanese Culture and Classics
光山金氏の親族組織と在日光山金氏親族会（単著）平成 23年科学研究費補助金研究成果報告書 宗教行
動と社会的ネットワーク、1992年 3月
大正・昭和期の新宗教と国家－立て替え立て直しをめぐる宗教的緊張（単著）國學院大学日本文化研究所
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編 近代天皇制と宗教的権威、1992年 9月 同朋舎
日本の墓相学（単著）藤井正雄・義江彰夫・孝本貢編、家族と墓、1993年 1月 早稲田大学出版部
謎の教団・天津教と神聖龍神会（単著）別冊歴史読本特別増刊 14「古史古伝」論争、1993年 8月 新人
物往来社（別冊歴史読本 古史古伝の謎、1996年 8月 新人物往来社、に再録）
東アジアの経済発展と儒教（単著）合田濤編、アジア・太平洋の人と暮らしⅣ、1994年 6月 南窓社
本国の親族組織と在日親族会（単著）宗教社会学の会編、宗教ネットワーク、1995年 6月 行路社
オウムと大本－二つの事件を分かつもの－（単著）へるめす No.56、1995年 7月 岩波書店
The Japanese and Religion（単著）The Japanese Foundation Newsletter Vol.XXIII No.5, 1996年 2月 日本財
団
新宗教と社会との軋轢（講演）全国弁連通信 No.51, 1996年 11月 全国霊感商法対策弁連
最近の新宗教の動向（単著）生活文化研究所編著、心の文化と日本人－宗教とのつきあいと信仰－、1997
年 1月 啓文社
宗教運動としてのオウム（単著）生活文化研究所編著、心の文化と日本人－宗教とのつきあいと信仰－、
1997年 1月 啓文社
日本における仏教伝統と新宗教（単著）日本仏教研究会編、仏教と出会った日本、1988年 8月 法蔵館
宗教と科学のはざまで－現代日本の「心霊研究」運動（単著）宗教社会学の会編、神々宿りし都市－世俗
都市の宗教社会学、1999年 創元社
敗戦と世直し－璽宇の千年王国思想と運動（2）－（単著）社会学部紀要第 87号、2000年 3月 関西学院
大学社会学部
新宗教におけるカリスマの制度化と宗教運動－日本の新宗教を中心に（単著）宗教社会学の会編、新世紀
の宗教－「聖なるもの」の現代的諸相、2002年 11月 創元社
生命主義的救済観－今なお有効な視点たりうるか？－（共著）宗教と社会 別冊、2003年 6月 「宗教と
社会」学会
Théodicée de la defaite ―Légitimité nationale en crise et légitimation des nouveaux mouvements religieux（単
著）Légitimites, légitimations : La construction de l’autorité au Japon, 2005 École francaise d’Extrême-Ori-
ent
生駒南部（共著）宗教社会学の会編、聖地再訪 生駒の神々－変わりゆく大都市近郊の民俗宗教、2012
年 3月 創元社
生駒山の断食道場（共著）宗教社会学の会編、聖地再訪 生駒の神々－変わりゆく大都市近郊の民俗宗
教、2012年 3月 創元社
「占いストリート」の今昔（単著）宗教社会学の会編、聖地再訪 生駒の神々－変わりゆく大都市近郊の
民俗宗教、2012年 3月 創元社
鉄道と霊場－宗教コーディネーターとしての関西私鉄－（単著）山中弘編、宗教とツーリズム－聖なるも
のの変容と持続－、2012年 7月 世界思想社
『人類愛善新聞』解説（単著）人類愛善新聞｛覆刻版｝全 5巻・別冊 2013年 11月 不二出版
辞典類の項目執筆
森岡清美・塩原勉・本間康平編集代表、新社会学辞典、1993年 2月
権威主義的宗教／人道主義的宗教、集合沸騰、宗教意識、宗教経験、宗教行動、宗教差別、宗教社会
学、宗教心理学、宗教的世界像、宗教的パーソナリティー、宗教統制、宗教の機能、宗教の進化、集
合沸騰、ル・ブラ Le Bras, Gabriel（1891-1970）
見田宗介、上野千鶴子、内田隆三、佐藤健二、吉見俊哉、大沢真幸編、社会学文献事典、1998年 2月
弘文堂
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デュルケーム『宗教生活の原初形態』
エリアーデ『聖と俗』
エリアーデ『永遠回帰の神話』
ジェイムズ『宗教的経験の諸相』
ベラー『徳川時代の宗教』
ルックマン『見えない宗教』
井上順孝編、近代日本の宗教家 101、2007年 4月 新書館
竹内巨麿
出口王仁三郎
出口なお
友清歓真
宮地水位
力久辰斎
島薗進・石井研士・下田正弘・深澤英隆編、宗教学文献事典、2007年 12月 弘文堂
ニューバーグ＆ダギリ＆ローズ『脳はいかにして〈神〉を見るか』2001
高木宏夫『日本の新興宗教－大衆思想運動の歴史と論理』1959
内藤莞爾『日本の宗教と社会』1978、
星野英紀・池上良正・気多雅子・島薗進・鶴岡賀雄編、宗教学事典、2010年 10月 丸善株式会社
宗教指導者
書評
弓山達也著『天啓のゆくえ－宗教が分派するとき』地域社会研究所 宗教研究 第 80巻 2号 2006年 9月
平山昇著『初詣の社会史－鉄道が生んだ娯楽とナショナリズム』東京大学出版会 宗教研究 第 91巻 3
号 2017年 12月
翻訳
トーマス・ルックマン著「近代社会における宗教意識の構造的条件」（単訳）1978年 CISR 東京会議紀要
ロラン・ロバートソン著『宗教の社会学－文化と組織としての宗教理解』（共訳）1983年 11月 川島書
店
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